
　　

　

　

　　

　　

　　

　

　　

　　

　

 播種遅れ ： 土壌が乾いた状態で播種する。（１週間程度晴れが

続いた後）土壌水分が高とソバの発芽率が低下します。

（雑草が生えやすくなる）

 播き直し ： 一度 耕起している圃場は土壌水分が高く、播種機に

よる播種作業が困難になる。播種を条播から散播に切り

替える。
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福井県産『高単収』ソバ栽培を目指して!!

JA福井県【福井基幹支店】

令和3年8月23日

適正な圃場準備と播種作業で収量アップを目指しましょう。ソバ情報は『文殊支店』が担当しました。

昨年は天候にも恵まれ高単収（平均68㎏）となりましたが、今年は8月9日以降の不安定な天候（台風9号

および秋雨前線）により、管内の一部のソバ圃場が冠水・浸水の被害を受け良いスタートが出来ませんで

した。冠水による湿害で、発芽したばかりの青々としていたソバの葉が茶色く枯死している所も見受けら

れています。週間天気予報では晴れの日が続かない予報ですが圃場に応じた管理を行いましょう。

今後も雨の予報が続いています。排水溝に水が滞っている

場合は圃場内の明渠の手直しを必ず行ってください。今年

は、一に排水、二に排水を心がけてください。

近年、帰化アサガオの発生が目立っています。帰化アサガオの種子はソバの実と色・形とも酷似してい

て、取り除くことが難しい状況です。ソバの品質向上を図るため圃場での対策を行いましょう。

 経営安定対策（面積払い）の要件変更

播種日の期限 ： 本年は特例として９月８日（木）まで延長されました。

ソバ播種
冠水による湿害被害

 発芽不良

 枯死

 多雨（8月10～20日）

平年比 3.8倍

 圃場内 ： 帰化アサガオを圃場内で見つけた場合は実を着ける前に速やかに取り除く。

 圃場周縁部（法面・畦畔部） ： 圃場に侵入しないように抜き取る。畦畔用の除草剤を散布する。

【帰化アサガオに効果が高い除草剤： バスタ液剤】

８月上旬からソバの播種作業が行われていますが、降雨の影響で播種できていない圃場も見受けられ

ます。また、播種直後の多雨により湿害が発生し播き直しが必要な圃場もあります。今後の播種作業に

ついては圃場の状態によって適正な播種作業を行いましょう。


